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 氏 名 河  田  暢  亮 
（論文審査の結果の要旨） 
 本論文は、現在および将来の貯水池堆砂に対する効率的・効果的な対策のために、貯
水池末端直上流区間の河道条件の違いによる実証的な貯水池の分類法および実用的な
堆砂量の予測モデルの開発を行い、その成果についてまとめたものである。得られた主
な成果は次のとおりである。 
１． 貯水池末端付近の河床条件が定常状態の移動床であるダム、それが非定常である
ダム、通常は固定床またはアーマーコートが発達しており土砂の移動が少ないダムに分
類する方法が提案され、その妥当性が検証された。貯水池末端付近における流砂や河床
変動の理論的考察と流入流量と流入土砂量の相関分析をベースにし、河床材料の移動頻
度特性、河床勾配、掃流力、比堆砂量、年間総平衡流砂量と年堆砂量の比など、多面的
な解析に基づく総合的な評価によるこの分類は、効率的、効果的な貯水池堆砂管理に繋
がるものと評価できる。 
２． 従来の堆砂量予測手法の実測値との適合性について検討され、さらにこれらの予
測手法の地球温暖化の問題への発展性についても検討された。その結果、従来のモデル
では精度の良い予測や地球温暖化の影響予測が行えないと考えられ、土砂生産から貯水
池への流入までの土砂移動の物理プロセスを考慮したモデルが不可欠であることが示
されており、本研究の位置づけが明確に記述されている。 
３． 豪雨時の表層崩壊と凍結融解作用による風化基岩の土砂化による土砂生産を考
慮した流域土砂動態モデルが開発され、これを用いた堆砂量の予測手法が提案された。
このモデルでは、土砂生産・流出プロセスの素過程の物理プロセスを考慮しながらも、
航空写真による過去の表層崩壊の実態、貯水池堆砂量の実測データなどを有効活用し
て、実用性および新規性の高い予測モデルが構築されており、この点が高く評価できる。
前述の異なる分類のダムに本モデルを適用し、モデルの妥当性も検証されていることが
わかった。 
４． 本研究で開発した堆砂量予測手法を用いて、地球温暖化による貯水池堆砂への影
響評価を行い、貯水池によって、崩壊数の増加による土砂生産が影響するものと洪水流
量の増加による土砂流出が影響するものとがあることが示され、今後の貯水池堆砂管理
に非常に有用な情報が得られている。 
本論文は、 以上のように貯水池堆砂管理に利用できる新たな考え方による貯水池堆砂
量の予測方法を提示したもので、学術上、実際上寄与するところが少なくない。よって、
本論文は博士（工学）の学位論文として価値あるものと認める。また、平成２８年１月
１８日、論文内容とそれに関連した事項について試問を行って、申請者が博士後期課程
学位取得基準を満たしていることを確認し、合格と認めた。 
 
 
 
 
 
